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クランプ式電流プローブ  
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取 扱 説 明 書  

特 長 

○ MODEL-8112はディジタルマルチメータに接続する事により、AC 0.1mA～120Aの電流を 

高精度で測定できるクランプ式電流－電圧変換プローブです。 

○ ペンタッチで操作できます。 

 

仕 様 

レンジ 測定範囲 出力 許容差 周波数範囲 
AC 0～500mA AC 0～500mV ±1.5％rdg.±0.2mA 50Hz～1kHz 

200mA 
AC 0～1000mA AC 0～1000mV ±3.0％rdg.±0.4mA 40Hz～10kHz 

±1.0％rdg.±1mA 40Hz～1kHz 
2A AC 0～20A AC 0～2000mV 

±1.5％rdg.±2mA 1kHz～10kHz 

±1.0％rdg.±0.01A 40Hz～1kHz 
AC 0～20A AC 0～200mV 

±1.5％rdg.±0.02A 1kHz～10kHz 

AC 20～60A AC 200～600mV ±2.5％rdg. 50Hz～10kHz 
20A 

AC 60～120A AC 600～1200mV ±2.5％rdg. 100Hz～10kHz 

  周波数特性：±3dＢ以内（30Hz～100kHz） 
   出力インピーダンス：約2kΩ 
  最大測定線径：8mm 

  被測定回路の最大電圧：500V （DC+AC peak : コアを閉じた状態） 

  出力ケーブル：絶縁シールド線（φ3.9mm） 約1.5m バリヤ付きバナナプラグ 

 

測定方法  

     ①コア   ②ツマミ  ③スライドスイッチ                  ④バナナプラグ(バリヤ付き) 

 

 

 

 

 

 

 

 （１）バナナプラグ(バリヤ付き)④をディジタルマルチメータ（レンジはAC Vに合わせます）に接続します。 
 （２）ツマミ②を手前に引いて検出コア①を開き、被測定電流の流れている線材を挟んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 （３）検出コア①にある矢印は線材に流れている電流との極性を表しており、矢印の方向に電流が 
    流れると＋極性の出力となります。 
 （４）線材に流れる電流の大きさに応じて、測定レンジ切換スライドスイッチ③を適当なレンジに 
    設定します。 
 （５）電流値の読取り方 
    出力電圧は、 
      200mAレンジは、200mAに対して 200mV 

      2Aレンジは、2Aに対して200mV 

            20Aレンジは、20Aに対して200mV 

        ですから、 

    ○ 200mAレンジで500mA を測定した場合、表示はディジタルマルチメータのレンジが 

      2Vのとき 0.500 となります。 
    ○ 2Aレンジで10Aを測定した場合、表示はディジタルマルチメータのレンジが 2Vのとき 

      1.000 となります。 
    ○ 20Aレンジで60Aを測定した場合、表示はディジタルマルチメータのレンジが2Vのとき 

      0.600となります。 
 

使用上の注意 

 （１）被測定回路の最大電圧は 500V（DC+AC peak : コアを閉じたとき) となっていますが、被覆の 
    ない線材を測定する場合、コアの導体部分とショートしないよう注意して、挟んでください。 
 （２）検出コアが完全に閉じていないと誤差を生じます。 
 （３）非常に強い外部磁界がプローブの近くにありますと、測定値が影響を受けます。この場合、 
    プローブの位置や向きを変え、外部磁界の影響が最小になるようにしてください。 
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